







































































で 19 コース、語学講座で 35 コース、体験講座
で 17 コース、計 71 コースが企画されました。
それぞれの受講者数をみると、教養講座で 202
名、語学講座で 323 名、体験講座で 182 名、合





















希望者が延べ 344 人（前期 176 人、後期 168 人）、
試聴等を経て実際に受講した方は延べ 278 人
（前期 156 人、後期 122 人）にのぼりました。





































究センター開設から数えて 2016 年度で 20 年の























どの授業を受講し、2016 年 9 月 5 日（月）の
事後研修・発表会後に、修了した生徒には本学
ホームページ　http://www.life.u-toyama.ac.jp/


























































































2016 年 12 月 19 日（月）に金沢大学サテラ
イトプラザ（金沢市）において、富山大、金沢
大、北陸先端科学技術大学院大、福井大の各大
学スタッフによる専門委員会が開催され、2016
年度まちなかセミナーの反省・次年度の企画に
ついて意見交換が行われました。
３．広報・出版活動
①　チラシによる広告
公開講座、オープン・クラス、サテライト講
座について、新聞へのチラシの折込みを実施し
ました。加えて、富山市、高岡市を中心にした
地域で、各種学習施設や公民館等に配布依頼を
行いました。
このほか、DMの形でパンフレットを郵送し、
また各地でチラシ、ポスターの配布を行いまし
た。その他の事業についても、事前に募集案内
を作成し、県民カレッジや各地の公民館等に配
布しました。
－ 5－
②　出版物
・公開講座、オープン・クラス、サテライト
講座のチラシ及びポスターを作成しまし
た。
・公開講座、オープン・クラスの募集要項を
作成しました。
・「生涯学習部門年報」第 18 巻を刊行しまし
た。
③　メールやWebを利用した広報活動
・メールマガジン
メールマガジンは、おおよそ 600 人に対
し概ね月１回のペースで発信し、91 号を
配信するに至りました。
・Web
大学開放に関する情報発信として随時
Web サイトを更新するとともに、フェイ
スブックを開設しています。
